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	背景
	この遺伝子は、グループII脱炭酸酵素ファミリーのメンバーをコードし、ピリドキサールリン酸依存的にL-ヒスチジンをヒスタミンに変換するホモ二量体を形成します。ヒスタミンは、神経伝達、胃酸分泌、炎症、平滑筋緊張など、いくつかの生理学的プロセスを制御します。[RefSeq提供、2010年8月],触媒活性：L-ヒスチジン = ヒスタミン + CO(2),補因子：ピリドキサールリン酸,経路：アミンおよびポリアミン生合成；ヒスタミン生合成；L-ヒスチジンからヒスタミン：ステップ1/1,類似性：グループII脱炭酸酵素ファミリーに属する,サブユニット：ホモ二量体,
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	HDC 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	HDCポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
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	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

